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 ○ 基本方針 

１．「からだ」・「こころ」・「いのち」を一つと観
み

る

全人的医療を行います。 

 

２．患者さんと家族に信頼され、地域で喜ばれる病院を

目指します。 

 

３．誇りと願いをもち、温かいふれあいを実践します。 
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謹んで新春のご挨拶を申し上げます。 

旧年中は多くの皆様方にお世話になり、重ねて御礼申し上げます。 

昨年師走には例年のクリスマスや年末の慌ただしさに加えて、衆議院

選挙や都知事選挙と世間は大変騒がしかったのですが、やはり年が明け

ると、なんとなく凛とした環境になり大変感慨深いものがあります。 

新年を迎えるにあたり、佼成病院の理念である「真観」を基に、病院

運営の軸がぶれていないかを再確認する必要があります。運営の軸は、

安全な医療の提供を基にした「質の高い医療の提供」、「断らない救急

医療」、「良好な医療連携の構築」ですが、常にこれを胸に刻みつつ日

常の業務をこなす必要があります。 

質の高い医療の提供に関しては、全国的に行われているQI（クオリ

ティインディケーター）プロジェクトにも参加し、主に業務プロセスの改善に取り組みました。おかげさ

まで昨年１２月３日には、その聖地である聖路加国際病院にてQIプロジェクトの第一回シンポジウムを開

催するに当たり、全国の病院より当院が選ばれ、シンポジストとして発表する機会にも恵まれました。 

救急医療に関しては年間救急車受け入れ台数が２７７０台と年々増加していますが、急性期医療を行っ

ていくには、積極的に受け入れていく必要があります。 

 医療連携に関しては、病院の紹介率・逆紹介率とも低迷しており、連携の強化も大きな課題です。 

昨今社会問題化している医師不足・看護師不足問題は根が深く、当院に於いても深刻な影響を受けてい

ますが、解消策に近道はありません。医療の王道は人材の育成です。これに手間暇をかけることに尽きる

でしょう。しかし総論は簡単ですが、問題はそれを如何に具体的にやり遂げるかです。せっかく教育して

も違う職場に移ってしまったり、教育が思うように活かされないこともあります。これについてはどこの

病院でも同様です。では、どこに差が出るのでしょうか。理不尽と思っていても、どこまで我慢できるか

に尽きるでしょう。誰かがいなくなっても、その穴を埋める以上にまた教育すればいいのです。その位の

意気込みが無いと人を育てる土壌は作れないと私は考えております。人を一人育てるにはとても時間がか

かりますが、やはり素晴らしい医療人を沢山育て、社会に貢献することが病院の財産にもなります。そし

て一度そのシステムが出来上がれば、良い人材が集まってきます。 

当院は初期研修医育成機関ですが、この分野にもよりクオリティの高い教育指導ができるよう改善して

行く所存です。良い病院の定義は難しいのですが、人材の育成と並行してこの問題にも真摯に向かってい

きます。そして、地域の皆様、地域の医療機関にとって信頼のおける病院になるよう、本年度も邁進して

いく所存です。 

さて、新病院の進捗状況です。すでに掘削工事が始まっており、現在は地下の大型放射線機器類の配置の

概略も終了し、１階から順に詳細を決定しつつあります。２５年度中にはその姿が徐々に明らかになって

いくと思います。また、建物の躯体とは別に人員の配置、教育も新病院開院に合わせて調整しつつありま

す。地域との連携強化にもさらに力を入れて行きますので、本年度もよろしくご支援を賜りますようお願

い申し上げます。  

医療の王道は人材育成          

                         院長 神保 好夫 

※クリニカル・インディケーターとは、医療の質をあらわす指標です。近年、病院で行われる医療の質

向上と安全に対する関心が高まり、様々な取り組みが行われております。各分野で着目する指標を設定

し、取り組み前後や経年変化を定量的に数値で収集し、より改善につなげるために検証していくもので

す。 
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心ひとつに（明るく・優しく・温かく）                                                                                                 

                

                      事務部長 藤谷 榮次 
        

明けましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えの事とお慶び申し上げます。 

 昨年９月に、新病院新築の工事も始まり、来年秋の移転・開業に向かって、順

調に工事が進捗しております。新病院竣工の暁には、建物も医療機器類も最新鋭

の設備が整備されます。ハード面の整備と同時に、ソフト面の充実も求められて

います。 

 移転まで、１年数か月となりましたが、病院の運営システム及び、各部署毎の

業務システムの再構築と業務改善が喫緊の課題となっております。職員一人ひと

りが、自分の役割を再認識し、これらの問題に取り組んで頂きたいと存じます。 

 新病院での基本的運営方針は、 

 １．超急性期病院を目指し、地域の中核病院としての地位を確立する。 

 ２．永続的運営のための財政基盤の確立であります。 

 この方針を達成するには、患者様そして地域の皆様に信頼される病院でなくてはなりません。 

 患者様の事を真に考え、親切で優しく安全で且つ、患者様にとって最善となる、医療の提供に努力を

する必要が大切と思います。 

 その為には、全職員が一丸となって、接遇や言葉遣いに気を付け、微笑みのある患者様への対応を心

掛けるとともに、丁寧な説明を行い、患者様に納得して頂ける医療の提供が求められます。 

勿論、その前に確かな知識と技術に基づく、最新の医療水準を維持しなければならない事は、言うまで

もありません。皆様のご意見・ご提言も頂きながら、全職員が専門職として、医療人としてのスキル

アップを図るための、具体的施策も講じてまいります。 

 佼成病院が、真に地域社会から信頼される病院となれるよう、全職員の努力、協力をお願いします。 

  

継続は力そして、改善    
                                   

 新年あけましておめでとうございます。 

 皆様にとって良い年になりますよう心よりお祈り申し上げます。 

昨年は東日本大震災後の年として、復興をどのように進めていくか、どう支援を続け

ていくのかといったことが多く取り上げられた１年だったように思います。それぞれ

の立場や、やり方で継続されているニュースを見るたびに胸が熱くなってきます。 

「継続は力なり」といいます。どのようなことでも継続することで力になっていく事

を経験されている方は多いのではないかと思います。 

佼成病院は昨年創立６０年を迎え、人で言うと還暦です。定年後の第二の人生を多く

の方が歩む年齢になりました。そういった意味では、２０１４年に新病院ができるこ

とは大きな意味があると思います。 

継続は経験の積み重ねです。そしてそれが力になっていくのだと思います。 

今までの経験を力としていくにはどうすれば良いのか、継続してきたものの中には改善をすべきことも多

くあります。継続は力といっても悪しき継続は必要ありません。継続していくもの改善していくものを

しっかり見極めて新病院に向けて準備していきたいと思います。 

地域の皆様に「佼成病院で良かった」と言って頂けるようにしていくには、皆様の声を聞かせていただく

ことが重要と思っています。 

聞かせて頂いた率直な声を大事にし、改善していき「よかった」と言って頂ける病院にしていきたいと思

います。 

看護部長 畠中 孝子 
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みなさんは、おしっこのことでお困りではありませんか？ 

 泌尿器科は、腎臓・尿管・膀胱・尿道などの尿路、および前立腺・精巣・陰茎などの男性臓器を診る診

療科です。患者様の多くは、おしっこが出づらい、がまんできないなどといった排尿障害で受診されます。 

泌尿器科の教科書には、『生活の質』という言葉が何度も出てきます。排尿障害は恐い病気につながるこ

とは尐ないのですが、その状態が生涯続けば『生活の質』が下がり、人生を楽しむことができません。そ

のため決して無視できない『病気』だと言えます。お悩みの方は、どうぞお気軽に当科スタッフにご相談

下さい。 

  

  さて、泌尿器科は昨年7月からスタッフを一新し、様々な取り組みを始めました。 

① 予約制の完全実施：外来待ち時間の短縮を図ります。もちろん、急な症状の変化で来院された患者     

  様も拝見致します。 

② 患者様の不安を取り除く診療：初診の患者様には、可能な限りその日のうちに診断をつける診療を  

  心がけます。 

③ 大学および周辺医療機関との連携強化：当科は、昨年開設90周年を迎えた東京慈恵会医科大学泌尿  

  器科の関連施設です。そのため、当科で対応の難しい患者様は周辺の関連施設にご紹介することも 

  可能ですし、逆に他院で長期入院を余儀なくされている患者様の受け入れも対応致します。このよ 

  うな医療連携はもちろん、大学とも常に情報交換を行いgolden standardな知見を得て診療を行い 

  ます。 

④ 情報の発信：みなさんに泌尿器科疾患について正しい知識を持っていただくために、公開講座など 

  も開催致しております。 

 地域の皆様のニーズにお応えし、進化する診療科を目指しております。今後ともよろしくお願い致し  

 ます。 

 

泌尿器科 
泌尿器科部長 冨田 雅之  

 冨田部長（前列左）沼﨑医師（同右） 

と泌尿器科を支えてくれるスタッフ 

区民公開講座でのひとコマ 

診療科紹介 
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 当科は、昭和27年の開院時 内科 外科 小児科 産婦

人科の医師5名と共に歯科医2名で始まり、現在は常勤1

名と火曜日1名の非常勤が勤務しております。 

 診療内容は、う蝕や歯周病 義歯の治療は勿論、近隣

からの紹介で埋伏智歯の抜歯や薬の服用で出血し易い

方の抜歯を多数行い、出来るだけ歯を残すために保存

が困難な歯の破折や根の治療で、一度抜歯をして口腔

の外で治療し元へ戻す方法も行っております。口が開

きにくい顎関節症や口腔内に発症する様々な疾患に対

応しています。 

 難症例は東京医科大学口腔外科と連携しておりま

す。 

又、当院耳鼻咽喉科と連携し睡眠時無呼吸症候群のた

めの口腔内に装着するスリープスプリントの作製も開

始しました。入院中の方の口腔ケアや可能な限りのベッ

ド上の治療も行っております。 

3名の歯科衛生士と共に安心 安全な診療を心掛けており

ます。 

歯 科 
歯科部長  秋庭 忍 

 

 

① 杉本 暁彦（ｽｷﾞﾓﾄ ｱｷﾋｺ） 

② 内科（ 消化器内科 ） 

③ 平成24年12月入職 

④ 平成22年3月聖マリアンナ医科大学卒業 

  平成22年4月東京医科大学病院研修医  

  平成24年4月東京医科大学消化器内科入局 

⑤ 消化器内科一般 

⑥ 外来日（水）  

 

① 田 翔太（ﾃﾞﾝ ｼｮｳﾀ）  

② 整形外科 

③ 平成24年10月入職 

④ 平成19年3月北里大学医学部卒業 

  平成19年4月東京大学医学部附属病院研修医  

  平成21年4月東京大学整形外科教室入局  

 おおたかの森病院、多摩北部医療センター、東京都健康長寿医療センターを経る。  

⑤ 腰椎、頸椎の手術を専門としています。その他一般も対応します。 

⑥ 外来日（ 水・金 ） 

⑦ 患者さまの立場にあった親身な治療を目指します。 

  ①氏名 ②診療科 ③入職年月  

  ④卒業大学 ⑤専門医・専門分野等 

  ⑥担当・外来日等 ⑦抱負 
新入職医師紹介 

 後列 （歯科衛生士）  荻野   桂馬 伊藤 

 前列  浪越歯科医師  秋庭部長   （受付） 宮澤 
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日本医療機能評価機構の認定を更新 

 日本医療機能評価機構の認定更新

（Ver6）が平成24年10月認められました。 

日本機能評価については前回平成19年に 

認定を受けておりましたが、平成24年9月

29日の期間満了に向け、2年前より準備を

進めてまいりました。昨年7月に本機構

サーベーヤー（専門知識を持つ検査員）に

よるソフト、ハード両面の厳正な審査の

下、当認定基準に合格し、去る平成24年10

月5日に改めて認定書（左記）を受理いた

しました。これからも、佼成病院は安心安

全な医療を提供するために職員一同努力し

てまいります。 

※病院機能評価は、病院が組織的に医療を提供するための基本的な活動 (機能) が、適切に実施されている

かどうかを評価する仕組みです。評価調査者 (サーベイヤー) が中立・公平な立場にたって、所定の評価項

目に沿って病院の活動状況を評価します。評価の結果明らかになった課題に対し、病院が改善に取り組むこ

とで、医療の質向上が図られます。 

日本医療機能評価機構認定（Ver６）   認定機関 平成24年9月30日～平成29年9月29日 

自衛消防隊訓練審査会で優勝 

 馬籠宏昌  阿部亮太 金子公亮 

 

自衛消防隊！それは勇気と人間愛に満ちた若き精鋭達のドラマです。 

去る10月12日に中野消防署主催による平成24年度自衛消防隊訓練審査会が

開催されました。 

当院からは、気合あふれる3名のルーキーが出場しました。 

指揮者,馬籠宏昌（財務課）、１番員,金子公亮（総務課）、２番員,阿部亮

太（放射線部）の3名です。 

訓練審査会の内容は、地震発生に伴う負傷者の応急救護と119番通報地震に

よる火災の初期消火（消火器・消火栓）活動です。 

初めての経験という恥ずかしさの中、時には辛く、時には楽しくと、多く

の方に支えられながら、仕事の合間に練習を重ねてきました。 

 自衛消防隊訓練審査会当日には、隊員1名が発熱するハプニングがあり体

調不良をおしての参加でしたが、多くの方の応援を受け、訓練成果を充分

に発揮し、見事に念願であった優勝という素晴らしい結果を得ることがで

きました。これからも防災活動を通して佼成病院の安全に努力して参りま

す。  

消火栓での初期消火「急げ！」 
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 今年もお釈迦様が悟りを開いた12月8日「成道会」の日にあ

わせ、佼成看護専門学校の学生がキャンドルサービスを行いま

した。 

 入院されている患者様方の病室を訪問し、『1日でも早く回復

されますように』との願いを込め、歌の合唱と共にメッセージ

カードを贈らせて頂きました。 

キャンドルサービス 

 当院診療センター１階にて合唱グループ『コーラスST』によるクリスマスコンサートが開催されました。 

                         （平成24年12月15日（土）午後2:30～3:15 ） 

コーラスの団員やボランティアの方が、入院中の車いすで移動される患者さんを送迎して下さいました。 

患者さんの体調を考慮して、45分間の尐し短めのコンサートでしたが、美しい歌声で、みなさんには楽しん

でいただけたようです。なかには感動で、涙した患者さんもいらっしゃいました。 

                               ※参加された患者さんは54名でした。 

 

 院内に響く清らかな歌声 

患者さんに、「尐しでも安らかな気持ちになって頂ければ」と毎年コンサートを開催している「コーラスST」の皆さん。 

新佼成病院建設工事の進捗状況 
おかげさまで、工事は順調に進んでい

ます。平成24年12月下旬には、建物の

支柱となる杭打ちが終わり、建設重機

を設置・作業する桟橋が完成しまし

た。現在は一次掘削中で高層（入院）

棟は9ｍ、低層（外来）棟は4.5mまで

掘削予定です。 

     

      （平成25年月1月11日現在） 

 

        工事現場の全体像（近隣建物上層部より撮影） 

敷地内の桟橋を往来する工事車両 



ホームページもご覧ください 
http://www.kosei-hp.or.jp 

           立正佼成会附属佼成病院 

〒164-8617 東京都中野区弥生町5-25-15 

   発行人   院長 神保  好夫 
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周辺拡大図 

周辺地図 

編集後記 

 新年あけましておめでとうございます。 

昨年はスカイツリー竣工・ロンドンオリンピック・金環日

食など明るい話題もたくさんありました。 

みなさんは一年をどう振返り、また、どのような新年の抱

負を立てていらっしゃいますか？ 

 2013年は巳年ですが『あらゆる面で蛇のように一皮むけ

て成長し、一歩大きく進む年』だそうです。私も一歩前に

前進できるよう努力・精進したいと思っております。 

みなさまにとって新しい年がよりよき一年になるよう心よ

り祈念しております。 

本年もよろしくお願い致します。       MS編集員 
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